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2021年度 超スマート社会推進コンソーシアム活動報告書 

1. 第 4期（2021年度）活動概要 
1-1超スマート社会推進コンソーシアムとは 
 超スマート社会推進コンソーシアムは、来たる超ス
マート社会（Society 5.0）を牽引するリーダーを養成す
るために、人材育成から研究開発までを統合した次世代
型社会連携教育研究プラットフォームを産官学が連携し
て共創することを目的として 2018 年 10 月に設立されま
した。2022年 4月現在では、研究機関、自治体、民間企
業などから表 1-1 に示す 48 機関（個人会員を除く）が
参加し、超スマート社会へ向けたオープンイノベーショ
ンならびに、オープンエデュケーションを推進していま
す。 
 超スマート社会推進コンソーシアムには、図 1-1 に示
す３つの委員会が設置されています。①超スマート社会
推進委員会は、超スマート社会に向けたネットワーキン
グの場の提供を役割としており、超スマート社会推進
フォーラム等の企画・開催や、One-Day School の提供
による社会啓発などを行なっています。②社会連携教育
運営委員会は、人材育成とキャリア支援を役割としてお
り、超スマート社会卓越教育課程（2020年 4月に東京工
業大学に設置）との連携による人材育成や、オフキャン
パスプロジェクト（インターンシップ）の支援などを
行っています。③異分野融合研究推進委員会は、研究開
発チームのコーディネートを役割としており、マッチン
グワークショップの開催や、超スマート社会教育研究
フィールドの構築などを行っています。本報告書では、
これら各種委員会の 2021 年度の活動をまとめます。 

 
1-2 第 4期（2021年度）活動ハイライト 
表 1-2 は超スマート社会推進コンソーシアムの第 4 期

（2021年度）の活動・イベント一覧を対応する委員会名
とともにまとめています。各種委員会は合同で年 4 回開
催し、超スマート社会推進事業や各イベントの企画立案

 
図 1-1 コンソーシアムの組織構成 

 

1. 国立大学法人 東京工業大学 
2. 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 
3. 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 情報・人間工学領域 
4. 国立研究開発法人 情報通信研究機構 ワイヤレスネットワーク総

合研究センター 
5. 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 
6. 国立研究開発法人 理化学研究所 革新知能統合研究センター 
7. 国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 
8. aiwell株式会社 
9. アズビル株式会社 
10. アンリツ株式会社 
11. 株式会社イトーキ 
12. AGC株式会社 
13. NTTアーバンソリューションズ株式会社 
14. LG Japan Lab 株式会社 
15. 川崎重工業株式会社 
16. 株式会社クボタ 
17. KDDI株式会社 
18. 株式会社光電製作所 
19. コマツ 
20. 株式会社ジェイテクト 
21. ショーボンド建設株式会社 
22. ソフトバンク株式会社 
23. 株式会社デンソー 
24. 東海旅客鉄道株式会社 
25. 株式会社東芝 
26. 株式会社トレスバイオ研究所 
27. 日本精工株式会社 
28. 日本電気株式会社 
29. パナソニック株式会社 
30. 富士通株式会社 
31. 株式会社ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパン 
32. 牧野フライス精機株式会社 
33. マツダ株式会社 
34. 三菱地所株式会社 
35. 三菱電機株式会社 
36. 株式会社安川電機 
37. 横河電機株式会社 
38. 楽天モバイル株式会社 
39. 株式会社リコー 
40. 株式会社 ROCKY-ICHIMARU 
41. 農林水産省 
42. 大田区 
43. 川崎市 
44. 横浜市 
45. 独立行政法人 中小企業基盤整備機構 関東本部 
46. 公益財団法人 笹川平和財団 海洋政策研究所 
47. 一般社団法人 大丸有環境共生型まちづくり推進協会（エコッ

ツェリア協会） 
48. 一般財団法人マリンオープンイノベーション機構 

表1-1 コンソーシアム参加機関（2022年4月現在） 
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を行いました。2021年度もコロナ禍の影響を多大に受け、
特に夏と春のオフキャンパスプロジェクトはほとんどが
実施できませんでした。その中で、SSS One-Day 
School や大田区起業体験セミナーは、まん延防止等重点
措置が解除されていた僅かな期間に対面で開催すること
ができました。 

一方、教育コンテンツのオンデマンド配信に関して
は、コロナ禍の影響でそのニーズが高まり、当初計画以
上の成果が出ています。各イベントの詳細を本活動報告
書にまとめます。本コンソーシアムでは、コロナ収束後
の飛躍のために、文部科学省卓越大学院プログラム助成
金を含む複数の競争的資金を共同で獲得し、これまでに
次に示す 6 つの超スマート社会教育研究フィールド（表

表 1-2  2021年度活動・イベント一覧 

時期 イベント 委員会 
2021 年 

6 月 
第 10 回各種合同委員会 ①②③ 

6 月 マッチングワークショップ
（2021 年春） 

③ 

6/7 月 超スマート社会創造 A3 ② 
7/8 月 オフキャンパスプロジェクト

（2021 年夏） 
② 

9 月 第 11 回各種合同委員会 ①②③ 
9 月 超スマート社会推進フォーラム ① 

10/11 月 超スマート社会創造 A1 ② 
11 月 第 12 回各種合同委員会 ①②③ 

11/12 月 マッチングワークショップ
（2021 年秋） 

③ 

11 月 SSS One-Day School ① 
12/1 月 超スマート社会創造 A3 ② 
12/1 月 大田区起業体験セミナー ② 
2022 年 
1/2 月 

オフキャンパスプロジェクト
（2022 年春） 

② 

３月 第 13 回各種合同委員会 ①②③ 
3 月 超スマート社会推進フォーラム ① 
3 月 SSS MOOC 配信 

将棋で学ぶプログラミング 
② 

3 月 SSS MOOC 配信 
超スマート社会への招待 

② 

①超スマート社会推進委員会 ②社会連携教育運営委員会  
③異分野融合研究推進委員会 

表 1-3 超スマート社会教育研究フィールド 

スマートモビリティ 
 

 
自動運転車 

自動運転やそれを活用したモビリ
ティサービスに関する教育研究プ
ラットフォームです。実際に体験
可能な自動運転車と最先端ワイヤ
レス（5G、ミリ波）を用いた
フィールドを構築しています。 

スマートロボティックス 
 

 
野外フィールド用 4脚ロボット 

陸、空、水中、製造分野に関する
ロボット活用の教育研究プラット
フォームです。野外用 4 脚ロボッ
ト、ドローン、水中/水上ドロー
ン、デジタルマニュファクチュア
リング技術などを取り揃えていま
す。 

量子科学 
 

 
極低温測定システム 

次世代の量子コンピューティン
グ、量子センサに関する教育研究
プラットフォームです。超高速次
世代量子コンピュータと超高感度
量子センサの研究・応用を実施し
ています。 

人工知能 
 

 
スーパーコンピュータ:TSUBAME3.0 

人工知能に関する教育研究プラッ
トフォームです。スパコン
「TSUBAME」と Wi-Fi6 により
機械学習サービスの活用基盤を構
築しています。 

スマートワークプレース 
 

 
熱画像に基づく AI空調制御 

より良い働く場の構築を目指すス
マートワークプレースに関する教
育研究プラットフォームです。多
様なセンサや AI を用いた空調制
御などポストコロナ時代のワーク
プレースを構築しています。 

スマート農業 
 

 
農業用ドローン(イメージ) 

日本型の小規模農業が抱える問題
に対応するためのスマート農業に
関する教育研究プラットフォーム
です。AI・IoT・ロボット技術を
駆使して、高品質作物を自動安定
生産可能な遠隔農業技術を構築し
ています。 
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1-3）を構築しました。これらの教育研究フィールド
は、我々が目指す超スマート社会の縮図という位置付け
であり、コンソーシアム参加機関であれば誰でも教育と
研究に活用することができるオープンプラットフォーム
になっています。教育研究フィールドのテーマや構成に
関しては、前年度の各種合同委員会で公募を募り、関連
するコンソーシアム参加機関での協議により決定された
ものです。また 2021 年度には、駿河湾全体を教育研究
フィールドにする駿河湾スマートオーシャン構想が提案
され、岸田政権が進めるデジタル田園都市国家構想の海
洋版として、議員連盟が設立され、令和 4 年度予算成立
後には、地元の清水市でキックオフシンポジムが開催さ
れるなど、実社会を舞台としたフィールドも構築されつ
つあります。コンソーシアム参加機関の皆様には積極的
に教育研究フィールドの構築および活用に御貢献頂きた
いと考えています。また、教育研究フィールドを活用し
た社会課題の解決や社会実装の検証など随時アイデアを
募集しています。 

 
２. 超スマート社会推進委員会の活動 
2-1 超スマート社会推進フォーラムの開催 
 今年度は、以下に示しますように、前期、後期に超ス
マート社会推進フォーラムを 2 回開催しました。 
(1) 第 4 回 SSS 推進フォーラム「超スマート社会を拓く

量子科学最前線」 
近年、量子コンピュータを始め、アカデミアや産業界

で量子科学の発展や新たな開発事例が取り上げられてい
ます。従来、量子科学は物理学の対象と考えられてきま
したが、具体的なプロダクトや実際のビジネスへ展開さ
れ始めており、科学から実用化のフェーズに移りつつあ
ると考えられます。このようなトレンドを踏まえ、超ス
マート社会推進コンソーシアムでは、学内外の専門家に
よる、「超スマート社会を拓く量子科学最前線」と題し
た技術フォーラムを開催しました。 
本フォーラムは、超スマート社会推進コンソーシアム

主催、東京工業大学ならびに超スマート社会卓越教育院
の共催、応用物理学会、情報処理学会、電子情報通信学
会、土木学会、日本建築学会、日本物理学会、みらい創
造機構、ならびに IEEE Japan Council から協賛を頂き、
大田区、川崎市ならびに蔵前工業会の後援で開催されま
した。プログラムを図２-1 に示します。 
フォーラムの前半では、先ず、本学特任教授の西森秀

稔氏から「量子アニーリングによる量子コンピューティ

ングの現状と課題」と題した基調講演が行われ、その後、
産業界からは日本電気株式会社の白根昌之氏、ならびに
株式会社東芝研究開発センター情報通信プラットフォー
ム研究所の鯨岡真美子氏から、それぞれ超伝導量子コン
ピュータ、量子暗号通信に関する講演が行われました。
一方、本学からは、科学技術創成研究院教授の上妻幹旺
氏、ならびに工学院教授の波多野睦子氏から、それぞれ、
非GPS航法の精度向上技術、ピンクダイヤモンドを用い
た量子センサの講演が行われました。 
後半ではパネルディスカッションを開催し、量子科学

の実用化への道筋や課題、具体的な応用や利活用を通し
た未来の超スマート社会への展望、将来に向けた人材育
成や、超スマート社会推進コンソーシアムに対する期待
などについての意見交換を行ないました。 
昨今の社会情勢から本フォーラムはオンライン開催と

し、学内外から 445 名が参加し、最先端技術を共有する
とともに活発な議論が行われました。 
(2) 第 5 回 SSS 推進フォーラム 「カーボンニュートラ 

ル時代の超スマート社会」 
地球温暖化の懸念が世界的に高まる中、2050年までに

二酸化炭素排出を０にすることが叫ばれている世界的潮

 
図 2-1 第 4回 SSS推進フォーラムプログラム 

https://www.sss.e.titech.ac.jp/event/sss-promotion-forum-20210929/
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流を踏まえ、「カーボンニュートラル時代の超スマート
社会」と題した技術フォーラムを開催しました。オンラ
イン開催とし、学内外から 280 名が参加し、最先端技術
を共有するとともに活発な議論が行われました。 
本フォーラムは、超スマート社会推進コンソーシアム

主催、東京工業大学、超スマート社会卓越教育院、なら
びに InfoSyEnergy 研究/教育コンソーシアムの共催、計
測自動制御学会、自動車技術会、情報処理学会、電気学
会、電子情報通信学会、土木学会、日本機械学会、みら
い創造機構、先進エネルギーソリューション研究セン
ター、ならびに IEEE Japan Council から協賛頂き、大田
区、川崎市、横浜市経済局、ならびに蔵前工業会の後援
で開催されました。プログラムを図２-2 に示します。 

先ず、本学の水本哲弥理事から開会の辞の後、来賓と
して文部科学省研究開発局環境エネルギー課長の土居下
充洋氏からご挨拶を頂きました。その後、本学特命教授
の岡崎健氏から「カーボンニュートラルに向けた水素利
活用拡大と超スマート社会へ展開」と題した基調講演が
行われました。その後、産業界から、株式会社日立製作
所の青木雅博氏からは基幹産業における GX（Green 

Transformation）の取り組みについて、株式会社本田技
術研究所の岩田和之氏からはモビリティの電動化につい
て、国立環境研究所の金森有子氏からは持続可能な脱炭
素社会に向けたライフスタイルについて、そして農業・
食品産業技術総合研究機構の白谷栄作氏からは農業から
の GHG(Green House Gas)排出削減・吸収技術について
と、非常に幅広い観点からの講演が行われました。最後
に、東京工業大学 エネルギー・情報卓越教育院長、
InfoSyEnergy 研究/教育コンソーシアム代表の伊原学氏
から、カーボンニュートラルに向けた系統協調/分散型
エネルギーシステムならびに実証実験に関する講演が行
われました。 
後半は、カーボンニュートラル実現へ向けたビジョン、

および関連する人材育成についてのパネルディスカッ
ションが行われました。企業の講演者から、企業や個人
のエネルギー使用履歴をどのようにビッグデータとして
活用していくか、いくつかのビジョンが提案されました。
一方、アカデミアサイドからは、標準化されたデータの
整理や共有システムの構築が、大学の将来的な役割とな
るのではないかとの言及がありました。また、製造業に
おいては、品質やコストだけでなく、カーボン排出を監
視できる人材が必要となる可能性についても言及があり
ました。上記の議題のほかにも、参加者からいただいた
質問を議題として、活発な議論がなされました。 
 
2-2 One-Day Schoolの開催  
 社会人リカレント教育の一環として、11 月に超スマー
ト社会推進コンソーシアム参加機関向けに５つの分野
（人工知能、量子科学、スマートモビリティ、ロボティ
クス（Sky）、ワークプレース）に関する教育研究フィー
ルドの実習体験の機会を提供しました。実習内容を表 2-
1に示します。ここでは、One-Day Schoolの名称の通り、
1 日でひとつの教育研究フィールドに関する講義と演習

 
図 2-2 第 5回 SSS推進フォーラムプログラム 

表 2-1 One-Day Schoolのプログラム 

 
 

 
教育研究 
 フィールド 

開催日 演習内容 (講義 ・ 実習) 開催場所 

スマート 
モビリティ 

11/24 
自動運転，ITS，次世代無線通信技術に関する講義 
自動運転車両を用いた演習 

大岡山 
キャンパス 

量子 
科学 

コンピュー 
ティング 11/19 

量子現象の観測実験を通した量子ビット素子冷却 

精密測定に必要な技術に関する実習 

センサ 量子センサを構成する超伝導体原子層薄膜試料の作製と物性測定技術に関する実習 

人工知能 11/18 
ニューラルネットワークの原理，勾配降下法とバックプロパゲーション，RNN と CNN の説明，
TSUBAME の紹介，Google Colab を使った演習，言語獲得モデルの実験 

ロボティクス 
（スカイ） 

11/29 
ROS の概要，フィードバック制御，マルチロボットの分散協調制御 

に関する講義と ROS を用いた演習，マルチドローンを用いた実験デモ 

ワークプレース 11/25 
スマートワークプレース教育研究フィールドの紹介 
導入技術・センサの説明 
人の温熱快適性・飛沫核挙動の見える化体感 

大手町 
3×3Lab 
Future 

 

https://www.sss.e.titech.ac.jp/event/sss-promotion-forum-20220310/
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を行い、コンソーソシアム参加機関に教育研究フィール
ドを概観いだくことで、今後の活用や研究開発を検討す
るための一助として頂くことを目指しました。参加人数
は、原則としてひとつのフィールド当たり 5～10 名とす
ることで、担当教員との密接なディスカッション、なら
びに参加者全員が教育研究フィールドに直接触れていた
だく機会を担保しました。今回は 7 社から 23 名が参加
し、活発なディスカッションや演習体験を通して、コン
ソーソシアム参加機関への技術的貢献を進めました。 

 
2-3 大田区起業体験セミナーの開催  
 東工大では、「ビジネスコンテスト」などを通して学
生のベンチャー起業支援を積極的に行っています。また、
地元区である大田区は、新産業・創業発信拠点として 
「羽田イノベーションシティ」を新たに整備し、既存の
起業・創業支援施設や中小ものづくり企業が集積する工
場アパートの運営と併せ、これまで以上に起業支援活動
を推進しています。東工大と大田区は「連携・協力に関
する基本協定」を締結しており、超スマート社会推進コ
ンソーシアムがオーガナイザーとなり、大田区と連携し
2 日間にわたり学生向けの起業セミナーを開催しました。 
(1) 1 日目（2021 年 12 月 22 日） 

1 日目は、大田区の創業支援施設である羽田イノベー
ションシティにて開催しました。 
午前は、大田区の職員からの区の概要の説明の後、一

般社団法人SDGs Innovation HUBの米倉ユウキ氏より、
定款や税務上の注意など、起業する際の基本的知識や心
構えなどに関する講義を受け、具体的なイメージをつか
みました。午後は、羽田イノベーションシティ街区にて、
自動運転バス乗車体験、創業支援オフィスに入居する企
業見学を行ないました。その後、東工大発のベンチャー
企業である、株式会社天の技代表取締役工藤裕氏、およ

び株式会社シグマエナジー代表取締役川口卓志氏から起
業体験談を聞きました。最後に、2 日目に向けた「起業
プラン」の宿題の説明を受けました。 
(2) 2 日目（2022 年 1 月 26 日） 

2 日目は新型コロナウィルス感染急拡大の影響を受け、
オンラインにて実施されました。 
午前は創業支援オフィスに入居する株式会社ニフコ、

ならびに一般社団法人加熱技術協会から、それぞれの事
業内容を説明していただきました。午後は、学生が事前
に日本政策金融公庫の HP からダウンロードした「創業
計画書」を用いて作成した起業プランを持ち寄り、全体
セッションの後、２つのブレイクアウトルームにわかれ、
それぞれの起業プランについてメンターとのディスカッ
ションを行いました。このグループワークにより、起業
するために必要な融資獲得の際の効果的な訴求ポイント
を学習しました。 

3. 社会連携教育運営委員会の活動 
3-1 サイバー・フィジカル・オフキャンパスプロジェク
トの実施 
社会連携教育運営委員会の活動の一環として、本コン

ソーシアムおよび超スマート社会卓越教育院では、サイ
バー・フィジカルオフキャンパスプロジェクト（修士課
程および博士課程の学生向けの異分野融合型インターン
シップ）を企画しています。2021年度もコンソーシアム
参加機関にインターンシップの募集を依頼しました。募
集に際しては、コンソーシアムのWebサイトに各機関の
募集情報を掲示し、広く学生に周知しました。このイン
ターンシップは超スマート社会卓越教育課程の登録およ
び修了に必要となる主要な要件であり、モチベーション
の高い学生の応募を促しました。新型コロナウイルスの

 
図 2-4 大田区起業体験セミナーの講演の様子 

 

 
図 2-3 スマートモビリティの実習の様子 
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感染拡大により緊急事態宣言が発出された難しい時期で
はありましたが、2021年の春休み期間については、７機
関にインターンを募集して頂き、そのうち３機関で３名
の学生のインターンシップを受け入れて頂きました。ま
た、2021年の夏休み期間のインターンシップについては、
２機関に４名の学生のインターンシップを受け入れて頂
きました。なお、コロナ禍の影響はやはり大きく、特に
留学生を対象とする英語によるインターンシップが成立
しにくいことが、大きな課題として残りました。2022年
度も引き続き参加機関の要望と学生の専門能力が合致す
る新たな分野を積極的に発掘し、より多くのインターン
シップの受け入れをお願いしたいと考えています。特に、
2022年度からは、学生のプライバシーは保護した上で、
各学生の研究テーマや研究実績をまとめた情報を参加機
関で共有する枠組みを構築することで、参加機関との
マッチングを効率的に実施できるよう改善する見込みで
す。時期は夏休み期間中(2022 年 8 月)、および 2023 年
の春休み期間中を想定しています。また、グローバル化
の伸展に鑑みて、英語によるインターンシップの実現を
働きかけるとともに、海外でのインターンシップも企画
していきたいと考えています。ぜひ引き続きご協力をよ
ろしくお願いいたします。 

 
3-2 超スマート社会創造科目  
 超スマート社会卓越教育院では、本卓越教育課程登録
の学生、または興味を持っている修士課程と博士課程 
の学生を対象に、超スマート社会を実現する専門力と俯
瞰力を涵養するために、本コンソーシアム参加機関にご
協力いたたぎ、実社会の先端的課題に関するオムニハズ
講義を開講しています。これにより、サイハー゙・フィジ
カルの両面にまたかる゙専門分野て独゙創的な科学技術を創
出するとともに、量子科学から超スマート社会までの道
筋を俯瞰して様々な社会課題を解決し、産官学の各セク
ターを牽引てぎるリーター゙シッフ力゚を備えた学生の育成
を目指します。2021年度は、コンソーシアム参加機関の
ご協力による社会連携科目「超スマート社会創造 A1、
A2、A3」を開講しました。参加機関から非常勤講師を
選出いただき、量子科学の最前線(A1)、IoT/ロボティク
ス/スマートシティ(A2)、およびスマート農業(A3)に関
するオムニバス講義を、講義ビデオのオンデマンド配信
と掲示板システムによるディスカッション等を用いて実
施しました。超スマート社会創造 A1 には計 20 名が履修
登録して 16 名が単位を取得、A2 には計 21 名が履修登

録して 19 名が単位を取得、A3 には計 12 名が履修登録
して 10 名が単位を取得しました。オンデマンドビデオ
形式の講義や掲示板システムによるディスカッションは
学内の様々な異なる系・コースに所属する学生には好評
で、熱心に講義を履修して議論を行い、講義の内容にも
形式にも好意的な意見が多くありました。2022年度から
は、さらにスマートワークプレースに関する「超スマー
ト社会創造 A4」を開講する予定です。 
 
3-3 超スマート社会オンライン教育コンテンツの制作 

2021 年度は、まず edX edge (注：ハーバード大学と 
MIT が共同で立ち上げた無料のオンライン教育サービス）
による SPOC（Single Private Online Course）として、
MATLAB 言語のプログラミングを学べる「将棋で学ぶ
プログラミング基礎」を 2021年 10月 29日から 2022年
3 月 31 日まで学内限定で公開しました。この間、147 名
(全学院の学士課程から博士後期課程までの学生128名、
教職員 19 名)が受講し、クイズ受講者数(1 点以上)が 64
名、合格点(60 点)に達した受講者数が 20 名で最高は 95
点と好評でした。また、2022 年 3 月 29 日より edX の
MOOC（Massive Open Online Course）として「将棋で
学ぶプログラミング基礎」と「超スマート社会への招待」
の２コースを一般公開しました。前者は学内公開版に人
間とコンピュータとの対戦の部分を加えたもので 2022
年 9 月 27 日まで公開予定です。後者は SSS の教育研究
フィールドのいくつかをピックアップしたもので 2022
年 11 月 29 日まで公開予定です。さらに、超スマート社
会卓越教育院オンライン教育委員会として、オンライン
教育のポータルサイトとして「SSS Online」ウェブサイ
トを 2021 年 9 月 1 日に公開し、また非常勤講師による
超スマート社会創造A3「スマート農業の最前線」の収録
を実施しました。 

 
4. 異分野融合研究推進委員会の活動 
4-1 マッチングワークショップの開催 

2021年度前期は、2021年 6月 9日、6月 30日にオン
ラインにて異分野融合マッチングワークショップを開催
しました。6 月 9 日は東工大学生からシーズを発信する
ラウンド（S-Round）、6 月 30 日は、超スマート社会推
進コンソーシアム参加機関からニーズを提示いただくラ
ウンド（N-Round）です。30 名の学生と 27 の機関の研
究者、および本学教員が参加し、活発な議論が行なわれ
ました。後期は、2021 年 11 月 17 日、12 月 8 日に、前
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期と同様の形態で開催しました。41 名の学生と 19 の機
関の研究者、および本学教員が参加しました。本活動へ
の魅力を高めるため、前期・後期、ともに基調講演を企
画しました（図 4-1）。各開催では学生と参加機関双方に
アンケートを取り、共同研究や人材のマッチングを図り、
計 18 件のマッチングが成立しました。 

 

 
4-2 超スマート社会教育研究フィールドの構築 
4-2-1 スマートモビリティ 
超スマート社会卓越教育課程に登録する学生の教育、

ならびに超スマート社会推進コンソーシアム参加機関と
ともに自動運転やそれを活用したモビリティサービスに
関する共同研究を実施するためのプラットフォームを構
築しています。 

2020年度は、登録学生を対象に異分野融合研究企画集
中演習を通して、自動運転車の操作・乗車体験を通した
教育を実施しました。また、キャンパス内に 60 GHz ミ
リ波帯アンテナ、カメラ及び LiDAR（Light Detection 
and Ranging）を具備した路側機（RSU: Road-Side Unit）
を設置しました。例えば、カメラ映像と LiDARによる点
群情報とのセンサ融合により、周辺環境を立体的な情報
として取得することが可能になります。さらに、新たな
自動運転車として、公道での走行を想定したハイブリッ
ド車を導入しました。 

2021年度は、昨年度設置した RSUに LiDARの増設や
V2I/V2V(Vehicle to Infrastructure/Vehicle to Vehicle）
通信の導入などの機能強化を実施し、超高速低遅延狭域
通信と ITS（Intelligent Transport System）センシング
を支える60GHzミリ波ネットワーク（バックホールとア

クセスを含む）を構築し、構内主要道路をカバーしまし
た（図 4-2）。 
これらの環境はコンソーシアム参加機関や超スマート

社会卓越教育院登録学生にオープンにご活用いただける
ものです。これらを活用して、コンソーシアム参画機関
や卓越大学院登録学生が自動運転に不可欠な基礎技術の
学習・習得を通して、新たなサービスの創出が期待され
ます（図 4-3、および図 4-4）。 
来年度は、新しいRSUを増設し、カバレッジを拡張す

る予定です。更に、実験用としての 5G ネットワークの
キャンパス内での展開も進め、２つの FR（Frequency 
Range）、すなわち FR1 Sub6、ならびに FR2 28GHz を
用いたプライベート 5G 基地局を 2 台、エッジサーバー
を 1 台配備しました。来年度はこのプライベート５G
ネットワークに新技術を導入し、B5G/6G ネットワーク
向けに機能を拡張する予定です。 

 

 
 
 

 
(前期)                （後期） 

図 4-1 2021年度 SSSマッチングワークショップのフラ
イヤ 
 

 
図 4-2 RSUとミリ波ネットワーク 
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4-2-2 スマートロボティクス 
● Robot Zoo Sky 

Robot Zoo Sky は異種のドローンや移動ロボットを複
数台同時に制御するプラットフォームとして、2019年度
に構築されました。本教育研究フィールドは、効率的で
ロバストな環境モニタリング技術を開発することで、自
然災害後の被害状況把握を支援し、レジリエンス強化の
文脈で超スマート社会の実現に貢献することを目的とし
ています。さらに、本教育研究フィールドでの演習を通
じて、学生はネットワークで接続された複数のシステム
を安全に制御・運用するための技術を修得することがで
きます。 

2021年度は、前年度に作成したROS(Robot Operating 
System)の利用方法を学ぶカリキュラム内容をブラッ
シュアップし、さらに実験デモまでを統合した教育カリ
キュラムを作成しました。また、本カリキュラムを元に、 
10 月に異分野融合企画集中演習、11 月にコンソーシア
ム参加機関向けの One-Day School を実施しました（図

4-5）。特に One-Day School では、後日参加者が講師を
務める形で、所属部署の社員向け社内教育を実施したと
の報告を受けるなど、好評を博しました。さらに、
MOOC「超スマート社会への招待」のコンテンツを作成
するなど、オンライン教育の充実にも貢献しました。 

更に、本年度はスマート農業教育研究フィールドとの
連携を開始しました。同フィールドの担当教員に加えて
イタリア CNR-IEIIT、トリノ大学の研究者と、工学、情
報理工学、農学から成る異分野融合研究チームを構成し、
農業分野におけるマルチドローンの活用について共同研
究を開始しました。特に、 Angle-aware Coverage 
Control と名付けた農地図復元のための新たな環境モニ
タリング制御手法を考案し（図 4-6）、国際ジャーナル論
文 1 報と国際会議論文３報が採録されるなど、研究活動
は順調に進展しています。スマート農業教育研究フィー
ルドの完成を受けて、フィールド実験を実施するなど、
今後さらなる研究の発展が期待されます。 

● Robot Zoo Aqua 
Robot Zoo Aquaは、ロボットの活躍するフィールドを

水中に大きく拡張することを目標としています。一昨年
度に、本学大岡山キャンパス西 8 号館 W 棟 B107 号室の
工学院システム制御系共通実験室に本教育研究フィール
ドを構築いたしました。一昨年度は基盤施設として、大
型水槽、光学式モーションキャプチャシステム、および
水中ドローンを導入し、昨年度に、慣性センサ式モー

 
図 4-4 演習の様子 

 
図 4-6 異分野融合企画集中演習(左)と 

One-Day School(右)の様子。 

 
図 4-5 異分野融合企画集中演習(左)と 

One-Day School(右)の様子 

 
図 4-3 異分野融合研究企画集中演習の設備 

 

 
図 4-6  Angle-aware Coverage Control 
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ションキャプチャシステムの導入と、光学式モーション
キャプチャシステムのカメラの天井への固定を行い、
フィールドとしての完成度を高めました。 
今年度は、教育環境としての充実を図るため、図 4-7

のように、MOOC の Aqua 分のコンテンツ作成に協力し
ました。作成されたコンテンツはすでに公開されていま
す。今後、本教育研究フィールドを活用したオンライン
教育のさらなる発展が期待されます。 
システム構築の進捗としては、まず、ロボット技術研

究会アクア研の協力を得て水中ロボット“Iwatobi”を改修
することで、PC から自動制御可能な水上ドローン 
“Iwatobi 改”が完成しました（図 4-8）。また、前年度に
設置したモーションキャプチャの情報を ROS（Robot 
Operating System）に取り込むシステムも完成しました。
今後は両者を接続することによって、フィードバック制
御に関する独自のカリキュラムの作成や、水上ドローン
の自律航行に関する共同研究の実施が期待されます。 
 

  
●Robot Zoo Land 

Robot Zoo Landは、協働ロボット、東工大が開発した
野外フィールド用 4 脚ロボット、多機能ロボットアク

チュエータモジュールといった教育研究用のロボットプ
ラットフォーム群と、デジタルシグナルプロセッサ及び
コントローラ装置、制御用高速モーションキャプチャシ
ステム、高精度GNSS+INS（Global Navigation Satellite 
System + Inertial Navigation System）ハイブリッド
装置といった、ロボットの評価、制御設備群から構成さ
れています。これらの設備を活用して、５G、IoT、AIを
活用したスマートロボティクスの教育研究環境と、教育
プログラムを提供し、災害対応・インフラ整備・高齢化
等、社会課題を見据えた実践的教育研究の推進を目指し
ています。 

2021年度は、図 4-9に示すように、MOOCの Landに
関する教育コンテンツを作成し、公開しました。研究活
動としては、制御用高速モーションキャプチャシステム
を用いて複数ロボットの協調動作制御や運動解析を行う
とともに、ロボットアクチュエータモジュールを用いて
インフラ点検に活用可能な長尺多関節アームを構成しま
した。またバーチャルリアリティ技術と組み合わせるこ
とで、ROS をベースとしたロボット遠隔操作システムの
構築を進めました（図 4-10）。さらに、野外フィールド
用 4 脚ロボットの信頼性を向上し、石川台地区において、 
坂道の登坂を含む 50 分の自立した連続歩行を実現しま
した(図 4-11)。 

 

 

 
図 4-7 MOOCコンテンツ用撮影風景 

 
 

 
図 4-9 MOOCコンテンツ(ロボットと超スマート社会) 

 

 
図 4-8 水上ドローン“Iwatobi改” 

 
図 4-10 VR ロボット遠隔操作システム概要 
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●Smart Manufacturing 
スマートマニュファクチャリング研究教育フィールド
では、すでに実稼働状態にあった 5 軸加工機の本来の機
能である多軸同期を有効に利用するためのプロセス、す
なわち CAD→CAM→機械とスムーズにつながる実用加
工システムを用いた教育と研究を進めています。 
教育面では本卓越大学院のカリキュラムにある「異分
野融合研究企画集中演習」を実施しました（図 4-12）。
演習は主に分野外の学生が受講することになるため、は
じめに精密加工分野における部品加工の流れを概説する
ことで基本的な知識を習得させたうえで、上記加工シス
テムを活用することで複雑な一体部品を誤りなく加工す
るための一連のプロセスを実際に体験させることで、座
学による知識の習得だけでなく各学生がそれぞれに持つ
バックボーンと融合した新たな研究テーマの立案に役立
てることが期待できます。 
研究面でも前年度から引き続いて複数の加工プロセス

の連携による高付加価値なマニュファクチャリングの実
現に向けた取り組みを行いました。特にプロセス間を対
象部品が移動する時の精度の維持は、近年、特にマスカ
スタマイゼーションの重要性が増す中で取り組むべき優

先度の高い課題であり、参加企業との連携も見据えて次
年度以降も進めていく予定です。 
 
4-2-3 量子科学 
●量子コンピューティング 

量子コンピュータは、量子力学の原理に基づく超高
速次世代コンピュータとして、その実用化が期待され
ています。通常のコンピュータが「０」もしくは「１」
のいずれかの状態（ビット）を情報処理に用いるのに
対し、量子コンピュータでは、「０と１の重ね合わせ状
態」である量子ビットを計算に使用します。大規模に
集積した量子ビットを操作することで、超並列な高速
計算が可能となることが知られており、その応用の探
索も進んでいます。また、超スマート社会に要求され
る情報処理の問題解決への貢献も期待されています。
量子ビットを実現するための研究は、様々な物理系で
精力的に行なわれています。超伝導体を用いる方式が
進んでいますが、シリコン量子ドット中のスピンも有
望な系の１つとして期待されています。これは半導体
加工技術による将来的な素子の集積化が可能な方式で
あり、更に情報の保持時間に相当するコヒーレンス時
間が長いという利点があります。本教育研究フィール
ドでは、主にこの方式の研究に取り組みながら、人材
育成と高度な量子技術の研究を行っています。2021 
年度は、既存の極低温冷凍機（冷媒式・無冷媒式）と
組み合わせて、図 4-13 の模式図に示すような、量子
ビットを実装・評価するための測定系を構築し、極低
温における量子現象を観測するための高精度で低雑音
な測定系への拡張を行いました。ベクトル信号発生器、
高速オシロスコープ、ロックインアンプなどからなる
量子コンピューティングデバイス測定システム拡張用
機器などの新たな設備を導入し、シリコン量子ビット 
のコヒーレントな操作を実証できる実験系を確立しま
した（図 4-14）。 

 
図 4-12 異分野融合研究企画集中演習 

 
図 4-13 半導体量子ビット測定系の概念図 

 
図 4-11 野外フィールド用 4脚ロボット歩行実験 
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また、コンソーシアム参画機関向けの One-Day 
School や卓越大学院登録学生の演習などで、この
フィールドを活用し、最先端量子科学研究で用いられ
る高周波技術、精密測定技術、極低温技術、真空技術
等の修得を目的とした、演習、デモンストレーション
等を実施しました（図 4-15）。2022 年度以降も引き続
き、本教育研究フィールドの拡張、機能拡充を行なう
計画です。関連する企業や国研等の方々にも活用して
頂き、共同研究を進めたいと考えています。 

 
●量子センサ 
センサとは物理現象や対象物の状態を、電気信号に変

換する装置と考えられます。特に量子効果(量子力学に
現れる現象)を使ったものを量子センサと呼び、従来よ
りも高感度な検出が期待でき、今までは検出できなかっ
たものが検出することで超スマート社会構築への貢献が
期待されています。 
量子センサには様々なものが存在しますが、我々は特

に図4-16に示した、微小な磁界を検出できる超伝導量子
磁 束 干 渉 計 (SQUID: Superconducting Quantum 
Interference Device)に注目しています。微弱な磁界は心
臓や脳からも発生しており、高感度な検出が可能になれ
ば脳磁計や心磁計として医療に応用できます。さらに、

磁性マーカーを利用した免疫検査なども可能になります。
このように超スマート医療に向け SQUID は重要な要素
ですが、現状の問題点は空間分解能が悪く、動作に極低
温が必要なことです。そこで本教育研究フィールドでは
より小型で、高温で動作する SQUID 開発に向け、その
材料となる、数原子層の厚さの高温超伝導体の開発を進
めています。2021 年度はこれまでに引き続き SrTiO3 基
板上の単層 FeSe 薄膜の高温超伝導の研究を行い、輸送
特性で超伝導が観測される温度(40 K)と電子状態で
ギャップが生じる温度(60 K)がずれていることを見出し、
この系の超伝導の起源解明に向けた重要な知見が得られ
ました。また、連携機関と共同で、ワイドギャップ半導
体であるシリコンカーバイド結晶表面の酸素欠陥を利用
した新たな量子センサ開発に向け、最適な表面酸化条件
の探索を始めました。さらに、建設した装置を活用して
卓越大学院所属学生に異分野融合集中企画演習実習およ
び連携機関の若手社員の方を対象に One-Day School を
行いました(図 4-17)。このように量子センサ教育研究
フィールドでは、研究に取り組むと同時に人材育成と量
子科学の教育を行っており、企業・国研の方々にも本
フィールドを活用していただければと思います。 

 

 
図 4-14 半導体量子ビット操作実験系 

 

 
図 4-15 極低温技術、精密測定に関する演習風景 

 
図 4-16 超伝導量子磁束干渉計(SQUID)の模式図 

 
図 4-17 One-Day Schoolの様子 
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4-2-4 人工知能 
超スマート社会では、日常のあらゆる機器がコン

ピュータに接続されたスマートなものになり、安全かつ
便利な生活を送ることができると期待されています。コ
ンピュータによる制御に欠かせないものが、センサやカ
メラによって周囲の状況を認識・理解し動作するシステ
ムです。フィジカルな世界の情報にはノイズの入った曖
昧なものが多く、これらをサイバーな世界で的確に処理
するためには、コンピュータが扱いやすい記号的な情報
に変換する必要があります。本教育院では、人工知能技
術を超スマート社会におけるサイバーとフィジカルをつ
なぐ基盤技術のひとつとみなし、登録学生に手軽に人工
知能技術を使いこなしてもらいたいという目標のもと、
教育を行っています。東工大では、2020年度より大学院
課程の学生を対象とした全学規模のデータサイエンスお
よび AI (DSAI: Data Science and Artificial Intelligence) 
教育を開始しました。ここでは既存の座学のみの授業と
は異なり、実践的な環境を使って学生が実際に機械学習
ツールを動かしながら演習を行えるのが特徴です。本教
育院ではこのための WiFi 6 を使った教育システムを構
築し、2020 年度より稼動を開始しています。 
人工知能の一種である深層ニューラルネットワークと

呼ばれる技術を効率よく使用するには、GPU (Graphics 
Processing Unit)と呼ばれる高度な計算環境が必要とな
ります。GPU は、現時点ではまだすべての学生が購入
するには高価な機材ですが、クラウド上のサービスを使
えばすべての学生に同様な計算環境を安価に提供するこ
とができます。本教育システムでは、学生は自身の所有
する PC を使って WiFi 経由でクラウド上の学習環境
に手軽にアクセスできます。クラウド上では Google 
Colaboratory（注１）と呼ばれるサービスを使って、教員の
提示した資料や課題を「動く教科書」として実際に実行
してみることができ、快適に学習ができるようになって
います(図 4-18)。また、本学のスパコン TSUBAME (図
4-19) 上に搭載されている GPU を利用することも可能
です。 
本教育院では、修了する学生が一定の人工知能に関す

る素養を身につけるよう要件を課していますが、さらに
意欲のある学生のために、2020年度からは本教育院の登
録学生を対象として、人工知能を使った異分野融合研究
企画集中演習を実施しました。ここでは各学生は最先端
の研究成果を、実演をとおして本学教員から直に学ぶこ

とができるようになっており、これを通して学生のさら
なるスキル向上を目指しています。2021 年は 10 月に音
声認識および音声合成を対象とした課題を実践し、学習
の成果発表会もおこないました。 

2020年度からはオンラインによるサポートも開始して
います。これは学生が人工知能を実際に自分の研究プロ
ジェクトに利用するうえで生じる技術上の問題の相談窓
口ともいえるもので、学生は専用のオンライン掲示板上 
で質問し、必要な場合は教員とじかにミーティングをお
こなうことで問題が解決できる体制を確立しています。 
また、2021年度はコンソーシアム参加機関を対象とした
One-Day School も実施し、4 機関より計 10 名の方にご
参加いただきました。ここではニューラルネットワーク

の原理を説明し、Google Colaboratory の基本的な使い
方と、PyTorch（注２）を用いた簡単な演習を行いました。 

（注１）Google Colaboratory： Google 社が提供している機
械学習の教育や研究用の開発環境 

（注 2）PyTorch： コンピュータビジョンや自然言語処理で
利用されている Python のオープンソースの機械学習ラ
イブラリ 

 
図 4-19 Tsubame 

 
 
 

 
図 4-18 Google Colaboratory 



2021 年度 超スマート社会推進コンソーシアム活動報告書 
 

13 

4-2-5 スマートワークプレース 
本教育研究フィールドでは、一人ひとりが健康的にい

きいきと働くことができる場の実現を目標に、アズビル
株式会社、株式会社イトーキ、エコッツェリア協会、三
菱地所株式会社、三菱電機株式会社、楽天モバイル株式
会社とともに、「スマートワークプレース」をテーマと
したプラットフォームを構築しています。 

2021年度は、年度初めに大手町のサードプレースに構
築した、室内環境や執務者のバイタルサインのセンサ
ネットワークを用いた検証を開始しました。主に、①熱
画像×AI（Artificial Intelligence）による温熱快適性判定
システム（図 4-20）、②シミュレーション×MR（Mixed 
Reality）による飛沫核投影システム（図 4-21）の 2つを
開発しました。 
①では、カメラや熱画像センサのデータを基に AI 画像

解析することによって予測平均温冷感申告 PMV
（Predicted Mean Vote）を算出、従来の室温制御より
もワーカーに寄り添った空調制御を行うことを最終目標
としています。②では、新型コロナウイルスの空気感染
の原因とされる空気中に長期間漂う飛沫核の様子を、シ
ミュレーションと MR 技術で空間内に投影することに
よって、より安心・安全に働くことができるワークプ
レースの提供に繋げることを目指しています。 
これらは学生の教育や社会人のリカレント教育に活用

するとともに、一般向けにも分かりやすいように、プロ
モーションビデオを作成しました。 
さらに 2021 年度は、本学のすずかけ台キャンパス内

に在宅勤務環境を再現するフィールド「スマートワーク
ホーム」を整備しました。ここでは、様々に制御できる
住宅設備（空調・換気・床暖房・照明）を備えた、木質
内装と一般的な内装の 2 部屋を用意しています（図 4-
22）。従来からの住宅の役割である「休む」を睡眠効率
によって、急速に需要が高まった「働く」を作業効率に
よって計測し、両者が最大化する住宅のあり方について、
今後被験者実験をベースに検証する予定です。 

2022 年度は、前述の「サードプレース」、「住宅」の 2
つのフィールドに加えて、依然として働く場の中心であ
る「オフィス」の検証を行うためのフィールドを整備し
ていきます。 
 
 
 
 

 

4-2-6 スマート農業 
 農業のスマート化は、育種、生産、加工、流通、消費
というフードチェーン全体の生産性向上だけでなく、環
境変動、環境保全などの観点から、注目されているテー
マです。特に、山間部の小規模農地が多いため効率化が
難しく、就農人口も減少している日本の農業事情を考慮
した場合、農業のスマート化は日本の地方振興のために
も重要です。本教育研究フィールドでは、東工大が強み
と す る ロ ボ ッ ト 技 術 、 ICT （ Information and 
Communication Technology ） 技術、AI 技術の先端技

 

 
図 4-22 スマートワークホーム(すずかけ台キャンパス) 

木質内装 一般内装

 
図 4-20 熱画像×AIによる温熱快適性判定 

 
図 4-21 シミュレーション×MRによる飛沫核投影 

 
図 4-20 熱画像×AIによる温熱快適性判定 
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術を活用し、様々なセンサから多くのデータを取得し、
それを用いて意思決定を行なうエッジ AI およびクラウ
ド AI を構築します。将来的には、無人での運用が可能
な遠隔農業の実現を目指します。 

2021年度は、東工大すずかけ台キャンパスに確保した
スマート農業フィールドの表土を栽培に適した赤土に入
れ替え、約 2 アールの圃場を構築しました。また、係留
ドローン飛行とセンサネットワーク設置のための鉄柱を
設置しました（図 4-23）。2022 年度上半期には、電気、
通信、水道、定点観測センサネットワークを完備した係
留ドローン飛行可能なスマート農業フィールドが完成し
ます（図 4-24）。その後、大豆などを栽培し、係留ド
ローンとセンサネットワークで得られたデータを用いて、
生産性の高い農業を実現するための技術基盤を開発しま
す。そして、コンソーシアム参加機関との共同研究の場
としても活用していきます。 
また、本教育院は、スマート農業を推進するリーダー

を育成することも目的としています。2021年度には、超
スマート社会推進コンソーシアムメンバーで構成される
講師陣による講義「スマート農業の最前線」を開講しま
した。これらの講義とスマート農業フィールドでの実習
を通して、履修生は、日本型のスマート農業の未来と、
その実現のための向けた先端的実践例を学ぶことができ
ます。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4-23 スマート農業フィールド現地写真 

(土壌入れ替え、鉄柱設置済み) 
 

 
図 4-24 係留ドローンによる計測 
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6. 運営委員の紹介 
 

 

 運営委員長 
岩附 信行 
国際広報担当副学長 
工学院 機械系 教授 
専門分野：ロボットの機構と制御、音響環境、ア
クチュエータ 

 

 コーディネーター 
阪口 啓 
超スマート社会卓越教育院 院長 
工学院 電気電子系 教授 
専門分野：B5G、IoT、ミリ波、無線電力伝送、コ
ネクティッドカー、自動運転 

 

 副コーディネーター 
岡田 健一 
工学院 電気電子系 教授 
専門分野：無線、ミリ波、5G、IoT、BLE、PLL、
アナログ回路、センサ、ADC 

 

 超スマート社会推進委員会 委員長 
事務局 全体幹事 
福田 英輔 
工学院 特任教授 
専門分野：ワイヤレスネットワーク、無線通信デ
バイス 

 

 社会連携教育運営委員会 委員長 

三平 満司 
工学院 システム制御系 教授 
専門分野：非線形制御理論、制御応用、劣駆動シ
ステム 

 

 異分野融合研究推進委員会 委員長 
篠田 浩一 
情報理工学院 情報工学系 教授 
専門分野：音声認識、映像理解、深層学習 

 

 財務担当 
岩波 光保 
環境・社会理工学院 土木・環境工学系 教授 
専門分野：維持管理工学、海洋構造工学、マルチ
スケールデザイン 

 

 設備担当 
鈴森 康一 
工学院 機械系 教授 
専門分野：人工筋肉、ソフトロボット、マイクロ
ロボット、フルードパワーアクチュエータ 

 

 評価担当 
高安 美佐子 
科学技術創成研究院 ビッグデータ数理科学研究 
ユニット 教授 
専門分野：ビッグデータ解析、モデリング、統計
物理学 

   

 

 学内教育担当 
藤澤 利正 
理学院 物理学系 教授 
専門分野：量子輸送現象、半導体ナノ構造、量子
ホール効果 

 

 グローバル連携担当 
高田 潤一 
国際連携担当副学長 
環境・社会理工学院 融合理工学系 教授 
専門分野：電波伝搬、電波応用センシング・計
測、ICT と国際開発 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

オンライン教育担当 
Cross Jeffrey Scott 
工学院 環境社会理工学院 教授 
専門分野：水素製造・貯蔵、廃棄物エネルギー変

換、教育工学、AI、機械学習、VR 
 

 

 オンライン教育担当 
妹尾 大 
工学院 経営工学系 教授 
専門分野：組織論、戦略論、知識・情報システム 
 

 

 産学連携担当 
吉野 淳二 
理学院 リサーチ・アドミニストレータ―(URA) 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

産学連携担当 
寺田 尚史 
工学院 リサーチ・アドミニストレータ―(URA) 
 
 
 

 

 産学連携担当 
中戸川 万智子 
生命理工学院 リサーチ・アドミニストレータ―
(URA) 

 

 産学連携担当 
米山 晋 
環境・社会理工学院 リサーチ・アドミニストレー
タ―(主任URA) 
 

 
 
 
 
 
 



2022年6月20日　（改訂版 2022年8月31日）
岩附 信行
超スマート社会推進コンソーシアム運営委員会
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